
 

「見通しをもって行動を」        

学校長 塚本 善智 

               

  盛夏の候、保護者の皆様におかれましては、益々ご健勝のことと存じあげます。 

  平素より本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、梅雨の時期に入ったはずなのに、梅雨前線が突如なくなるといった奇妙な気候

となっております。梅雨が終わるのが早いということは、海水の温度が上昇し、その結果

台風のレベルや頻度も増加することが予想されます。台風でなくとも、警報レベルの雨

が降る日が多くなるとの予報が出ているようです。 

そこで、台風等の災害が来てから慌てるのではなく、「こんなときどうする？」や「こうな

ったとき、どんな困りごとが起こるかな？」と見通しをもっておくことが大切になってきます。

普段から増水の危険が及びそうな場所を知っておくことや停電になったら優先すべきは

どんなことだろう？  と考え、想定しておくことは、有事の際には、危険回避に繋がります。

お忙しい中とは思いますが、ご家庭でも上記のようなことを子どもたちと話し合っていた

だいて、危険を避けるためには、どのようにすればよいか見通しを持って行動できるよう

に一緒に考えていただけるとありがたいです。 

  まだまだ、警報級の天候になる日は増えそうですが、子どもたちが安全に登下校でき

るようにご協力をお願いします。 

  また、予め予報をもとに予想できる場合は、ｔｅｔｏｒｕ等で翌日の登校に関してなどお知

らせさせていただきますので、確認できるようにしておいてください。但し、あくまで予報を

もとにしていますので、予報と違う場合も十分に考えられますのでご了承ください。 
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